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消
費
者
契
約
法
（
案
）

目
次

　
第
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総
則
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第
一
条
・
第
二
条
）

　
第
二
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消
費
者
契
約
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適
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第
一
節
　
消
費
者
契
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の
締
結
過
程
（
第
三
条
・
第
四
条
）

　
　
第
二
節
　
消
費
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約
の
内
容
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五
条
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第
九
条
）

　
　
第
三
節
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則
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第
十
条
）

　
第
三
章
　
消
費
者
契
約
の
適
正
化
の
実
効
性
の
確
保
（
第
十
一
条
―
第
十
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附
則

　
　
　
第
一
章
　
総
則

　
（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
消
費
者
が
事
業
者
と
対
等
な
立
場
に
お
い
て
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
消
費
者
契
約

の
効
力
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
消
費
者
契
約
の
締
結
過
程
及
び
内
容
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
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を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
の
利
益
を
確
保
し
、
も
っ
て
国
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
定
義
等
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
消
費
者
契
約
」
と
は
、
自
然
人
が
主
と
し
て
事
業
に
関
連
し
な
い
目
的
で
事
業
者
と
締
結
す

る
契
約
（
労
働
契
約
を
除
く
。）
を
い
い
、「
消
費
者
」
と
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
自
然
人
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
事
業
者
」
と
は
、
主
と
し
て
事
業
に
関
連
す
る
目
的
で
契
約
を
締
結
す
る
自
然
人
又
は
法
人
（
法

人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
を
含
む
。）
を
い
う
。

３
　
自
然
人
が
契
約
を
締
結
す
る
目
的
が
主
と
し
て
事
業
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
類
型
、
契
約
に
係
る

交
渉
の
経
緯
等
の
事
情
を
す
べ
て
勘
案
し
た
う
え
で
、
実
質
的
に
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
判
断
に
つ
い
て
の
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
二
章
　
消
費
者
契
約
の
適
正
化

　
　
　
　
第
一
節
　
消
費
者
契
約
の
締
結
過
程

　
（
情
報
不
提
供
等
の
場
合
に
お
け
る
契
約
の
取
消
し
）
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第
三
条
　
事
業
者
（
事
業
者
か
ら
消
費
者
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
消
費
者
を
勧
誘
す
る
よ
う
依
頼
を
受
け
た
者
及
び
当
該
者
か

ら
順
次
そ
の
依
頼
を
受
け
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
が
、
消
費
者
に
対
し
、
消
費
者
契
約
の
締
結
に

際
し
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
（
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
提
供
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
当
該
消
費
者
が
当
該
消
費
者
契
約
を
締

結
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
き
は
、
当
該
消
費
者
は
、
当
該
消
費
者
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
当
該
消
費
者
契
約
の
締
結
に
係
る
消
費
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
重
要
事

項
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
消
費
者
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
情
報
を
提
供
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
事
業

者
が
情
報
を
提
供
し
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

　
二
　
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
。

　
三
　
威
迫
す
る
こ
と
。

　
四
　
消
費
者
の
私
生
活
又
は
業
務
の
平
穏
を
害
し
困
惑
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
消
費
者
が
合
理
的
に
判
断
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

こ
と
。

　
五
　
消
費
者
の
判
断
力
が
不
足
し
て
い
る
状
況
を
濫
用
す
る
こ
と
。
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２
　
重
要
事
項
に
は
、
一
般
消
費
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
消
費
者
の
判
断
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
を
当
該
事
業
者
が
知
り
、
又
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
第
一
号
の
「
消
費
者
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
」
と
は
、
一
般
消
費
者
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度

と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
消
費
者
の
理
解
能
力
が
著
し
く
不
足
し
て
い
る
等
の
事
情
を
当
該
事
業
者
が
知
り
、
又
は
知
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
消
費
者
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
と
す
る
。

４
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
重
要
事
項
そ
の
他
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
判
断
の
基
準
と
す
る
た
め

の
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
前
条
第
一
項
の
取
消
し
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
前
条
第
一
項
の
取
消
権
は
、当
該
消
費
者
契
約
の
締
結
を
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
三
年
間
行
使
し
な
い
と
き
は
、

時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。
当
該
消
費
者
契
約
の
締
結
を
し
た
時
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
と
き
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

　
　
　
　
第
二
節
　
消
費
者
契
約
の
内
容

　
（
契
約
内
容
の
明
示
）

第
五
条
　
事
業
者
は
、
消
費
者
契
約
の
内
容
に
関
す
る
書
面
を
作
成
し
、
こ
れ
を
消
費
者
に
交
付
す
る
等
に
よ
り
消
費
者
契
約
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の
内
容
を
明
示
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
不
意
打
ち
条
項
）

第
六
条
　
消
費
者
契
約
の
契
約
条
項
の
う
ち
、
当
該
契
約
の
外
形
及
び
交
渉
の
経
緯
か
ら
み
て
そ
の
内
容
が
社
会
通
念
上
異
常

で
あ
る
た
め
そ
の
存
在
を
一
般
消
費
者
が
予
測
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
条
項
は
、
無
効
と
す
る
。

　
（
契
約
条
項
の
明
確
化
等
）

第
七
条
　
事
業
者
は
、
消
費
者
契
約
の
契
約
条
項
に
つ
い
て
、
明
確
か
つ
平
易
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
疑
義
の
あ
る
契
約
条
項
の
解
釈
）

第
八
条
　
消
費
者
契
約
の
契
約
条
項
の
意
味
に
つ
い
て
、
一
般
消
費
者
の
理
解
を
基
準
と
し
た
客
観
的
解
釈
に
よ
っ
て
も
疑
義

が
生
ず
る
場
合
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
有
利
な
解
釈
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
不
当
条
項
）

第
九
条
　
消
費
者
契
約
の
契
約
条
項
の
う
ち
信
義
誠
実
の
要
請
に
反
し
て
消
費
者
に
不
当
に
不
利
益
な
条
項
（
以
下
「
不
当
条

項
」
と
い
う
。）
は
、
無
効
と
す
る
。

２
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
条
項
は
、
不
当
条
項
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
条
項
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
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事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
一
　
事
業
者
が
一
方
的
に
法
律
関
係
の
設
定
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の

　
二
　
消
費
者
に
過
重
な
義
務
を
要
求
す
る
も
の

　
三
　
消
費
者
の
法
的
地
位
を
著
し
く
不
安
定
に
す
る
も
の

　
四
　
消
費
者
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た
権
利
を
制
限
す
る
も
の

　
五
　
消
費
者
の
権
利
の
実
現
の
手
段
を
制
限
す
る
結
果
と
な
る
も
の

３
　
前
項
の
不
当
条
項
の
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
　
　
　
第
三
節
　
雑
則

　
（
民
法
の
適
用
）

第
十
条
　
消
費
者
契
約
の
締
結
過
程
及
び
内
容
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
前
二
節
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
民
法
（
明
治
二
十
九

年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
。

　
　
　
第
三
章
　
消
費
者
契
約
の
適
正
化
の
実
効
性
の
確
保

　
（
不
当
条
項
の
削
除
等
の
勧
告
）
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第
十
一
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
不
当
条
項
の
使
用
に
よ
り
消
費
者
の
利
益
が
著
し
く
害
さ
れ
、
又
は
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
に
対
し
、
当
該
不
当
条
項
の
削
除
又
は
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
申
出
）

第
十
二
条
　
何
人
も
、
消
費
者
の
利
益
が
著
し
く
害
さ
れ
、
又
は
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大

臣
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
第
二
条
第
四
項
又
は
第
三
条
第
四
項
の
指
針
の
改
定
、
第
九
条
第
三
項
の
政
令
の
改
正
、

前
条
第
一
項
の
勧
告
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
必
要
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
申
出
の
内
容
が
事
実
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
適
当
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
申
出
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務
）

第
十
三
条
　
前
二
条
に
規
定
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
（
前
条
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
の
勧
告
及
び
公
表
に
係
る
も
の
に
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限
る
。）
に
属
す
る
事
務
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
全
国
的
規
模
の
事
案
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、

都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
締
結

さ
れ
る
消
費
者
契
約
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

　
（
検
討
）

第
二
条
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
不
当
条
項
の
使
用
に
つ
い
て
の
消
費
者
団
体
に
よ
る
差
止
訴
訟
そ
の
他
こ
の
法
律
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め

の
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
（
商
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
百
九
十
一
条
中
「
強
迫
」
の
下
に
「
若
ハ
消
費
者
契
約
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
三
条
第
一
項
各
号
ニ
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掲
グ
ル
行
為
（
同
項
第
一
号
ニ
付
テ
ハ
情
報
ヲ
提
供
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
謂
フ
第
二
百
八
十
条
ノ
十
二
ニ
於
テ
同
ジ
）」
を
加
え

る
。

　
　
第
二
百
八
十
条
ノ
十
二
中
「
強
迫
」
の
下
に
「
若
ハ
消
費
者
契
約
法
第
三
条
第
一
項
各
号
ニ
掲
グ
ル
行
為
」
を
加
え
る
。
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理
　
由

　
契
約
に
関
す
る
情
報
、交
渉
力
等
に
つ
い
て
消
費
者
と
事
業
者
の
間
に
構
造
的
な
格
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

消
費
者
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
、
消
費
者
が
事
業
者
と
対
等
な
立
場
に
お
い
て
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
消

費
者
契
約
の
効
力
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
消
費
者
契
約
の
締
結
過
程
及
び
内
容
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


